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Ｉ．はじめに

本稿は，2005年３月８日から25日までの17日間わたしがおこなったヨーロッ

パ調査旅行記であり，おもに日誌とメモに基づく。わずかな期間で何ができ

るかを考えた末，とりあえずはヨーロッパの現在を肌で感じてくることを目

標とすることにした。－，二箇所にとどまり，本と資料に埋没するよりは，
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大まかなプランにしたがい，「旅行」をすることを心がけた。ホテルの予約

もせず，偶発的な出会いを期待した。

なお，本稿に散在する「移民問題」に関連する叙述については，これを集

め，凝縮する形で，別稿「ＥＵにおける人の移動」（野村真理他編『金沢大

学重点研究地域統合と人的移動一ヨーロッパと東アジアの歴史・現状・展

望一』御茶の水書房，2006年刊行予定）で利用したとことわっておく。

Ⅱ’懐かしのウィーン

(1)ウィーンに降り立つ

2005年３月８日，わたしは，関西空港からウィーンにむけて飛び立った。

25日までの17日間，「ＥＵにおける人の移動」に関する調査研究をおこなう

ためだ。1996年にウィーンに10ヶ月の長期留学をおこなって以来，じつに９

年ぶりのヨーロッパである。その間，ＥＵがユーロを導入するなど，大きな

変化が生じた。ヨーロッパが現在どうなっているのか，肌で実感したい。飛

行機のなかで，わたしは，眼下に広がる白いシベリアの大地を眺めながら，

不安と期待に心が揺れた。

シユベッヒャート空港に降り立ったとき，わたしは，,懐かしいと思うより，

これからはじまる手続きを思いやり，緊張がピークまで高まった。まずはパ

ス・コントール。あらかじめ聞いていたとおり，ＥＵ市民と域外外国人の２

つに，窓口が分かれていた。ＥＵ市民がすいすいと通り抜けるのを尻目に，

われわれの列は長くつづいた。これは長く待たされるなと思っていたところ，

ＥＵ市民の窓口の係官が気を利かしてわれわれを呼んだ。こうして，あっと

いう間に手続きが終わり，荷物を調べられることもなく，あっさりと外に出

た。わたしは，バスに乗り，一路ウィーンに向かった。

今回の調査旅行では，ホテルの予約はまったくしていない。少し冒険をし

てみようと思った。しかし，シユベッヒャート空港ではホテルの予約ができ

なかった。空港におけるツーリスト・インフォメーションの宿泊斡旋の窓口

は閉まっていた。ホールの向かい側にもホテル予約のコーナーがあった。そ

こに行って，女性の係員に，－泊60から70ユーロの希望を述べた。そうする
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と，女性は笑って，ここでは安いホテルの予約は受け付けていないと述べ，

その値段のホテルの予約は向こう側と，わたしがもと来た方に指をさす。わ

たしは，空港のエクスチェンジで，１ユーロ＝143円のレートで３万円を交

換し，184ユーロしか手にしえなかった。ユーロ高のせいで，ユーロはその

購買力に比べてかなり過大に評価されている。わたしは，結局，空港でホテ

ルを予約することを断念した。

午後６時ごろ，ウィーン中心部のリンク（旧城壁の跡に作られた環状道路）

にあるシュヴェーデンプラッツに降り立ったとき，わたしは，もうへとへと

に疲れていた。それにしても，天気が悪い上に，寒い。この状況では，石畳

の上を重い荷物を引きずってホテルを探すのは困難であった。わたしは，仕

方なく，空港バスの停留所横のホテルに飛び込んだ。受付で，「予約をして

ないが，シングルルームがあるか」と聞いたら，あるとのこと。しかし，朝

食付きで一泊90ユーロである。少し予算オーバーかなと思いながらも，背に

腹は変えられず，このホテルに決めた。部屋はダブルルームで広く，風呂も

ある。予算的には少し痛いが，意外とよかったと思った。

ホテルの部屋に荷物を置いて，少し一服した後，夕食をとりに，そして他

の安いホテルを探しに外出した。シュヴェーデンプラッツ路地裏の古い街並

みを歩き，とうとう旅行書に書いてあったペンションを見つけた。ペンショ

ンは古い建物の４階にあり，階段を上り，ドア横のブザーを押すと，若者が

出てきた。宿泊の希望を述べると，人を呼びに行った。すぐにペンション主

と思われる初老の男が出てきた。玄関入ってすぐの食堂の椅子にすわって，

わたしたちはやりとりした。部屋は空いており，明日と明後日の２泊の予約

をした。ペンションを後にして，わたしはまつすぐにホテルにもどった。慣

れない石畳の上を歩いたから足も痛くなっており，これ以上歩く気になれな

かったからである。ホテルの部屋にもどり，テレビをつけたとき，正直ほっ

とした。

翌３月９日，まず，ペンションに荷物を預けた後，ホテル近くにあったオー

ストリア銀行＝クレジット・アンシュタルト（オーストリア第一位の銀行）

の支店に行った。エクスチェンジの窓口を聞くと，一般の窓口で取り扱って

いるとのこと。そこでの交換レートは，１ユーロ＝142円であった。
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私は，オーストリアの現況を知るために，シュヴェーデンプラッツの路上

で，日刊紙の『クリーア」（KZl7je,）を買った。そしてウィーン市の全交通

機関に共通した24時間チケットを買い，リンク通りをぐるぐるまわる電車に

乗った。シヨッテントーアで降りる。見慣れたウィーン大学の建物と，少し

向こうにヴォチーフ教会の優雅な尖塔が見えた。地下に降りる。地下の広場

で，紙コップのコーヒーを片手にしきりに発着する電車を眺めているうちに，

`懐かしい思いがしだいにこみあげてくる。ここには９年前にウィーン大学に

通っていたときに，頻繁に足を運んだ。

シヨッテントーアでしばし感`慨にふけった後，わたしはふたたび電車に乗

り，リンク沿いにカールスプラッツに向かった。カールスプラッツは，かつ

て国立オペラ座やオーストリア社会民主党（SPO）系の書店に地下鉄や電車

で訪れたおり，かならずここで降りたところであった。カールスプラッツの

地下スクウェアでしばし人々の雑踏を眺めた後，わたしは，労働運動史研究

所に向かった。労働運動史研究所は，９年前にオットー。パウアー（第二次

大戦前のオーストロ・マルクス主義の代表的な人物のひとり）研究のために

足しげく通ったところだ。わたしは，所長のマダターナと所員たちの親切だっ

た顔を思い浮かべた。日本を出立する前に，労働運動史研究所のヴィクトル･

アドラー（SPO創立者）文庫を調べたいという考えもいだいていた。労働

運動史研究所はここから近くにある。カールスプラッツから地下鉄のＵ４に

乗り，２つめの駅，すなわちナシシュマルクトの次の駅ビルグラムガッセで

降りる。

地下鉄を降りて，わたしは，少し迷いながら，川沿いの古い建物が並ぶ道

を歩き，めざす建物を見つけた。昔は，改修工事中でその全貌はわからなかっ

たが，写真でみたことがある瀧酒な建物である。しかし建物の入り口に立っ

て，わたしは樗然とした。建物の表記には「フォアヴェルツ・ミュージアム」

とある。労働運動史研究所のプレート表記がない。入り口の黒光りする重々

しい扉には見覚えがある。間違いなく，ここだ。わたしは，以前，労働運動

史研究所が統廃合されるという風聞を耳にしていたので，労働運動史研究所

はなくなったのだと，思いいたった（後に知人に聞いた話では，じっさいに

は看板がなくても存在していたとのことである)。ここまできたのだから，
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せめてウィーン市最大の市場であるナシシュマルクトをみようと，地下鉄に

もどった。

ナシシュマルクトは，昔とおなじく買物客で賑わっていた。安くて品物が

豊富なので，昔労働運動史研究所から帰る際に，ここではよく買物をしたも

のだ。しかし，天気が悪く，冷たい小雨も降っていたので，わたしは，雰囲

気を味わうだけで，そこを足早に通りすぎた。歩いてカールプラッツにもど

ろうと思った。たいした距離でもなく，またそのすぐ手前にあるカールス教

会を見たかったからだ。二つの細い尖塔をはさんで建つカールス教会の丸い

ドーム状の屋根が見えたとき，わたしは少なからざる感動を覚えた。昔，大

空に透き通っていくような透明感のあるその鐘の音に聞き入っていた。

夕方，わたしは，ペンションに戻った。ペンションの主人から，建物の入

り口，ペンションの入り口そして部屋の鍵と，３種類の鍵を渡された。２日

間泊まるこのペンションは，トイレ，シャワーこそ共同だが，部屋は清潔な

感じで，テレビもある。アット・ホームな雰囲気で，わたしは，ペンション

の主人と若者と会話を交わすことで，ドイツ語会話の感を取りもどしていっ

た。

ペンションに帰って，さっそく食堂の机の上に，カールスプラッツの地下

スクウェアの小さな本屋で買ってきた地図を広げた。ストリート検索のでき

る詳しい地図だ。明日午前中から移民政策開発国際センター（ICMPD）を

訪問する予定である。日本出立直前にプランのなかに組み入れたので予約は

なかった。センターのあるメールヴァルトプラッツは地図ではなかなかわか

りづらく，宿の主人と若者の助けを借りてようやく見つけた。簡単なシティ

マップに印をつけてもらい，電車で行くことにした。シュヴァルツエンベル

ク公の銅像のある大きな通りが目印で，ここを通過し，そしてヴェルヴェデー

レ宮殿近くの停留所で降りる。なんのことはない。昔わたしがＡＫ（労働会

議所）の図書館に通ったのと同じ経路だ。わたしは，センターとＡＫの２箇

所を効率よく訪問できる。

(2)ハイダーの落曰

部屋にもどったときは，さすがに疲れて，テレビをつけるとペッドに倒れ
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こんだ。そして，テレビを見ているうちに，眠ってしまった。真夜中の３時

に目が覚める。机の上に昨朝買った新聞（Kurier,９Miirz2005）を広げる。

日中の休憩時にめぼしい記事にはざっと目をとおしたが，あらためて詳しく

みてみる。まず右翼のハイダーに関する記事が目にとまる。昔わたしが見た

自由党（FPO）党首イエルク･ハイグーは，移民排斥政策をかかげ，ＥＵ加盟

直後のオーストリアの現状に関する国民の不満を汲み上げ，その支持率と人

気を高めて，まさに日の出の勢いであった。そして2000年には国民党（Ovp）

と連合政権を形成する。このとき，オーストリアは，右翼が加わった政権の

誕生ということで，他のＥＵ諸国の非難をあびることになった。ケルンテン

州知事でもあったハイダーは，右翼批判をかわすためにＰＰＯ党首の座を降

り，また自らは政権に加わらなかった。そのかわりに腹心のリース・パッサ

という女性を副首相として政府に送った。その後，わたしは，『プロフィー

ル』という雑誌の記事をとおして，ハイダーがFPO右派（穏健派）と党内

闘争におちいったと知った。今，目にした新聞記事では，ハイダーは，党内

右派にたいして苦境におちいっていた。そして，党内の主導権を回復するた

めにこれまでの党にたいして，新生ＦＰＯ創立大会の開催を提唱したのであ

る。（翌日の新聞では，彼は，党内での支持を集めることに失敗し，この党

大会の開催を延期せざるをえなかったとあった。＊）ハイダーが落ち目になっ

ていたのに対し，国民党のシュッセルは，依然として，首相の座を占めてい

る。昔，わたしがはじめて（当時オーストリア社会民主党と国民党の大連合

政権における外相であった）シュッセルを目にしたときは，いつも蝶ネクタ

イをしめており，お酒落な若い男だと思ったのであるが。

わたしは，他の新聞記事に目を進める。ＯＶＰ出身の女性の内相プロコー

プが，ムスリムの教師たちに授業のときにスカーフをかぶることを禁止する

つもりだと述べた記事が目にとまった。彼女は，こう述べている。「わたし

は，教師たちが公的な学校でスカーフをかぶっているのは問題だと思う。わ

たしは，わが社会の諸価値に適合しないゆえに，これを不`決に思う。……寛

＊ＦＰＯは，結局，2005年４月上旬，ＦＰＯとハイダー率いるオーストリア未来同盟

（BzO）に分裂した。．
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容にもほどがある｡」

記事は，さらにこう続ける。法的禁止が可能であるかどうかは，プロコー

プは明確には語っていない。しかし，彼女は，事実上，これを肯定している。

オーストリアにおけるこれまでの諸政府は，ヨーロッパの他の国々と比べて

リベラルであった。フランスがトルコ人のスカーフ着用を原則的に禁止し，

ドイツでは禁止を定めることを諸州に義務づけているのに対して，オースト

リアにおいては，生徒にも教師にも，どんな種類のかぶり物も着用すること

は許されている。野党の社会民主党の教育問題担当者のＥ・ニーダーヴィー

ザーは，学校のクラスでのスカーフ着用がこれまでなんら問題を起こしたこ

とがないのに，なぜプロコープが実践的に問題たりえない考えに突然いたっ

たのか不思議だと，『クリーア』の記者に語る。緑の党の女性問題担当者の

Ｂヴァイツィンガ一も怒りの声をあげている。

この記事自体はそれほど大きな取り扱いではないが，移民政策を研究テー

マとするわたしには，非常に興味を覚えるものだった。すでに日本で，フラ

ンスにおけるスカーフ事件の再来が大きくとりあげられ，その他の国でも問

題視されてきていると報じられていた。ヨーロッパで，スカーフにたいして

寛容的でなくなってきている理由はなにか。多くの諸国民の反対の声に抗し

てＥＵがトルコとのＥＵ加盟交渉にゴーサインを出したことに何らかの関連

があるのだろうか？

(3)ウィーンでの活動そして旅立ち－ＡＫ図書館

３月10日朝，トイレにたったとき，食堂で７，８人の若い男たちがすでに

食事をしていたのを見た。あらかじめ指定された時刻より少し早いかなと思っ

たが，いったん部屋にもどった後，食堂のテーブルについた。ペンションの

主人が出てきて，まだ朝食には早すぎるとのこと。後で呼ぶからいったん部

屋にもどってくれという主人の頼みにしたがった。部屋にもどってそれほど

時間がたたないうちに朝食の用意ができたとの声がかかった。先ほどの男た

ちはすでにいない。食堂のテーブルの上にいくつか，コーヒーカップと紙の

ナプキンに包まれたナイフとホークが置かれていた。そして，コーヒーかティー

かと聞かれる。
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わたしは，ペンションの主人に，先ほどの男たちはガストアルバイター

(移民労働者）かと，少しぶしつけになるのを承知の上で聞いた。主人は，

違うと答えた。じつは，ザルツブルクからやってきた労働者とのこと。彼ら

出稼ぎ労働者に安く宿を提供し，まとめて面倒をみて，一般の宿泊客とは区

別しているとのことだった。

１０日午前，わたしは，予定どおり，ヴェルヴェデーレ宮殿近くの電車の停

留所に降り立った。今では近代美術館となり，クリムトやエゴン・シーレの

コレクションを展示しているプリンツ・オイゲンの館，ヴェルヴェデーレ宮

殿に向かう観光客の流れとは逆に，わたしはＡＫの建物の方向に向かい，ま

ずはICMPDを訪れることにした。わたしは，道ゆく人々に尋ね，迷いなが

ら，ようやくＩＣＭＰＤの古い建物の前にたどりついた。階段を上り，ＩＣＭＰＤ

の事務所の前に立ってみれば，郵便受けに新聞がさしはさまれたままであり，

誰もそこにはいないと悟った。時計をみると，１０時近くになっていたのだが。

一応呼び鈴を押してみたのだが，やはり応えはない。わたしは，またもや準

備不足を痛感することになった。仕方がないので，まずはＡＫ図書館を先に

訪問することにした。

ＡＫの図書館は，昔利用したこともあり，非常に利用しやすいシステム

(コンピュータで文献検索し，蔵書コーナーで自分の目で自由に図書を探し，

即コピーできる）であったのを覚えている。受付でロッカーの鍵を受け取り，

コートとカバンをしまった。そして，受付の所員に，移民政策について調べ

ていると語った。所員は，親切にコンピュータでの文献検索の仕方を教えて

くれ，さらに蔵書コーナーで，一緒に文献を捜してくれた。閲覧机に文献が

積み重ねられる。わたしは，オーストリアの最近の統計をチェックし，そし

て研究に役立つ文献を検討した。わたしは－通りチェックを終え，コピーを

することにした。受付でコピー50枚のカードを3.6ユーロで買った。受付の

所員にコピー機械の使い方を教えてもらう。ほんとうにＡＫ図書館は親切で

感じのいいところだ。ちなみにここには，オーストリアで出版された社会主

義・労働運動の歴史的文献，現在の労働関係文献がほとんど全部そろってい

る。

ＡＫを後にし，わたしは，ＩＣＭＰＤ近くのビストロに入った。そこでビー
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ルと昼の定食（メヌー）を頼む。ビールを飲んで，人心地がついた。食後，

再びICMPDに行ってみる。郵便受けの新聞はなくなっていたが，人はいな

い。まだ昼休みで不在かなと思ったが，目的を達成しないまま，疲れたので

ペンションにもどることにした。

３月11日の朝，ペンションの食堂で朝食をとっていると，ドイツ語がクリ

アに聞こえてきた。斜め向かいに座っている初老の夫婦の会話である。わた

しは，その夫婦と話しはじめた。ドイツで学校の教師をしているとのことだっ

た。会話が思ったより容易に進む。ウィーンでのドイツ語の発音は，言葉そ

して文がくっついてしまい，しかも独特の鷹揚をもつ。ホッホ・ドイッチ

(標準ドイツ語）を学び，言葉と文をはっきりと区切って理解するわたしに

は，なかなか聞き取れない。ドイツ人の夫婦との会話を通して，私は少しド

イツ語の自信を取り戻した。

この日の16時15分，わたしは，シユベッヒャート空港からベルリンに向け

て飛び立つ。それまでの時間的な余裕を利用して，荷物をペンションに預け，

わたしは，歩いてシュテファンプラッツヘと向かった。天にそびゆる聖シュ

テファン教会の歴史的な建物（ドーム)，その脇の路上に並ぶ観光客向けの

馬車を目にしつつ，わたしは，教会わきの路地に入ったところに大きな書店

があったことを思い出した。この書店の２階には社会科学系のコーナーがあ

り，ここでは昔多くの本を購入した。しかし，その場所をすっかり忘れてし

まい，なかなか見つからない。比較的大きめの別の書店があったので，そこ

に入ってみることにした。女性の店員（女主人？）がすぐにやってきて，

「お探しの本は何ですか？」とわたしに聞いてきた。わたしが，移民政策に

関する本を探していると述べたら，ここには置いてないとのこと。その種の

本は，コールマルクトにあるマンツという書店にあるだろうとのことだった。

わたしは，社会科学系を専門とするマンツという大きな書店を思い出した。

ここからそれほど遠くない｡［

わたしは，さっそく，シュテファン教会の横を通り抜け，シュヴァーペン

通りを行き，コールマルクトにいたった。マンツは，奥行きがあるので，通

りから見た目以上に大きい。店に入ると，すぐに「お探しの本は」と店員が

やってきた。レジ以外にも，店の中ごろにインフォメーション・コーナーが

1３７－
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あり，パソコン端末を前にして店員が立っている。非常に顧客サービスがい

い。わたしがＥＵにおける移民政策に関する本を探していると言うと，店員

はすぐにＥＵコーナーにわたしを連れていった。自ら数冊の本を抜き出して

くれた。そしてすぐ後ろのソファーを置いてあるコーナーを指で示し，「コー

ヒーでも飲みながらお読みください」と述べて，去っていった。結局，わた

しは本を３冊買った。レジで名刺を置いて日本に郵送してほしいと頼んだら，

すぐに日本までの運賃を計算して，とりはからってくれた。

午後１時，わたしは，シュテファンプラッツからバスに乗り，シュペッヒャー

卜空港に向かった。空港には30分ほどで着いてしまった。オーストリア航空

の窓口で，チェックインはどこと聞いたら，向かい側を指差し，「どの窓口

でも」という答えがかえってきた。振り返ると，４つほど窓口が並び，人が

まばらであった。というわけで，あっという間に手続きが済んでしまった。

ベルリン行きのルフトハンザの飛行機を見たとき，わたしは，その小ささ

に少なからず驚いた。中に入ると，通路をはさんで両側に客席２列ずつの，

じつに狭苦しい機内だ。離陸するとき，機体が少し安定せず，翼がゆっさゆっ

さと上下に大きく揺れた。大丈夫かなと，ちょっと不安になった。わずか１

時間20分ほどのフライトであったが，スチュワーデスが，狭い通路を通って，

飲み物とお菓子を配っていく。
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Ⅲドイツ・レポート

(1)ベルリンにて

ベルリンのティーゲル空港には，午後５時半ごろに無事着いた。空港では

パスポートを調べられることもなかった。関税申告があるなしで２つの通路

に分かれており，手荷物を調べられることもなく，わたしはあっさりと外に

出た。ＥＵ加盟諸国間の国境管理を簡略化した「シェンゲン領域」をはじめ

て実感した。

パスでベルリンのツオーロギッシ１．ガルテン駅に着いたのは，午後６時

過ぎであった。例のごとく，宿はとっていない。ツーリスト・インフォメー

ションの場所がよくわからない。時刻が遅かったので，少しまずいかなと恩っ
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た。とりあえず旅行書に書いてあった安いペンションに行こうと，地下鉄に

乗った。重い荷物を引きずり，目当てのペンションをようやく探し出したと

きには，あたりは暗くなっていた。ペンションの受付に行き，部屋が空いて

いるかどうか訊いた。すると，受付のおばさんは，「どうしてあらかじめ電

話をしてくれなかったの」と言った。今ベルリンではメッセ（見本市）が開

かれるので，どのホテルも満杯状態とのことだった。わたしの顔からすっと

血の気がひいた。そんなわたしを見て，おばさんは，電話で他のペンション

を当たってくれた。ここから地下鉄駅一つのところのペンションの部屋が今

夜だけだが空いていると，ペンションの名前と住所を書いてくれた。

このペンションの場所はわかりづらかった。暗い街頭を，人に道を訊きな

がら行き，ようやくたどり着く。１泊35ユーロと格安で，トイレ，シャワー

こそ共同だが，衛星放送付きのテレビが置いてあり，３人部屋の広い空間を

一人で占有するものであった。わたしは，危機脱出！と，正直ほっとした。

そして，荷物を部屋に置いて，夕食をとりに外出した。

近くのカフェーに入る。ドアを開けると，わたしに視線が集まる。カウン

ター席に座ると，マスターが「ニーハオ」と挨拶する。わたしは，ビールを

まずは頼み，それから，「この店のお薦めは？」と訊く゜ハンバーグに似た

実物をマスターが示してくれ，わたしは即座にこれに決めた。

周りの人々は，地元の人々らしく，互いに気軽に話し合っている。わたし

の横には，貫禄たっぷりの女性がすわっていた。ビールを飲みながら，話し

かける。日本人だと言うと，女性の横の初老の男が，息子が日本にいったこ

とがあると述べた。それから少し日本の話になる。初老の男は，標準ドイツ

語を話そうとして，少し苦しそうな顔になる。横の女性が意外とはっきりと

わかるドイツ語で解説をつける。しだいにうちとけてきた。初老の男がわた

しにシュナップスをおごってくれた。一気に飲み干すのがいいのだと言う。

わたしが「健康のために？_Ｌと言うと，そうだとのこと。マスターも空になっ

たコップにサービスでビールを注いでくれる。料理も悪くなく，わたしは非

常にいい気分でカフェーを後にした。

３月12日，ペンションで朝食をとっていると，片足の不自由な若い男が，

「ここにすわっていいか」と述べ，わたしのテーブルの向かい側にすわった。

－１３９－
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訊いてみると，ケムニッツからきた労働者で，仕事できているとのことだっ

た。

チェックアウト後，市内交通の１日券を買い，地下鉄に乗り，旅行書の案

内に頼り，まずはホテルを探す。めざすホテルはすぐに見つかった。受付で

聞いたら，部屋はあるが，一泊125ユーロとのことだった。旅行書に書いて

あった値段の倍近くである。メッセにぶつかった不運を呪いつつ，わたしは，

ここに泊まることにした。ホテルに荷物を預け，わたしは，地下鉄にのり，

ツォーロギッシ１．ガルテンに向かった。そして，そこからカイザー・ヴィ

ルヘルム記念教会へと歩いていった。

教会で休んでいたとき，偶然労働者のデモ行進を目撃した。デモ参加者は

200人くらいであろうか。黄色い垂れ幕を先頭に，失業に対して政府に抗議

の声をあげて，進んでいく。熱心にデジカメをとり，ＩＣ・レコーダーで録音

する。この観光客らしからぬわたしに，労働者のひとりが，黄緑色の名刺大

のビラを渡していく。気勢をあげる彼らにクラクションを鳴らして車列が続

いていく。ビラを見ると，「ベルリン同盟の月曜デモ」というタイトルのも

とに，こう書いてあった。

「1989年（ベルリンの壁の崩壊した年）のように街頭にでたまえ!!！われ

われみんなが共同してのみこの国（Land）において何かを変えうる１１毎週

月曜日17時15分にアレクサンダープラッツに来たまえ！アジェンダ2010

(政府の新政策綱領）とハルツⅣ（政府による労働市場改革）よ，消えうせ

ろ!!!」（カッコ内は筆者による補足）

このデモは，政府に抗議する失業した労働者のデモであった。これが，少

し後に，失業問題でドイツの国をあげて議論となっていく「ドイツの苦悩」

との最初の遭遇であった。

この後，わたしは，近くのレストランで昼食をとった。ウエートレスに

｢この店のランチのお薦めは？」と訊いた。アイス・シュヴァインとのこと。

豚肉を使ったなにかの料理だろうと思って，これを注文した。すると，大皿

にジャガイモとサラダで周囲をかためた，蒸した巨大な豚の骨付きモモ肉が

どかっと丸まんま出てきたのには，少し驚いた。ビールを飲みながら食べた

が，さすがに胸やけがしてきて，３分の１ほど残した。ナプキンで口を拭き
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つつ，隣の席の男が，同じアイス・シュヴァインと格闘しはじめたのが，妙

に気になった。

昼食後，「フーゲンドウーベル」（HugcndubcDという大書店に入った。全

４階からなり，各階デパート並みの広さである。各階にレジ以外に，部屋の

中ごろにインフォメーション・ステーションがあり，パソコン端末の前に係

員が立っている。各階に丸い読書・休憩コーナーがあり，ほとんどどれも満

席状態である。顧客サービスが徹底していると感じた。わたしは，エスカレー

タに乗り，「歴史と社会科学」の表示があった階に行き，ＥＵコーナーなど

で，しばし移民政策関係の書物を探した。

その日，わたしは，疲れたので，午後３時ごろにホテルの部屋にもどった。

テレビをつけっぱなしにし，ニュースなどを聞きながら，ベッドでうとうと

しているうちにそのまま寝入ってしまった。

３月13日は晴であった。朝食時，わたしが，トースターの使い方がわから

ず，もたもたしていると，後ろから「ふたをとってから使うのですよ」と日

本語が聞こえた。こうして，日本の若い女性旅行者２人と話すことになった。

わたしは，このホテルで一泊125ユーロとられたが，ホテルのレベルからいっ

て高すぎ，せいぜい70から80ユーロが相場であると述べた。すると，「え_！

わたしたちは，２人部屋でひとり75ユーロですよ」と驚いた声がかえってき

た。それから話がはずんだ。パリから来たという。パリで１年ばかり，お菓

子作りの修行をし，これを終えて，ベルリンに旅行にきたのだという。

(2)フランクフルトへ

この日，わたしは，これ以上メッセ開催中のベルリンにいたら，ホテル探

しに時間をとられ，財政的にも破綻すると思い，ベルリンを早々に切り上げ，

フランクフルトに行ってみることにした。１０時24分発のバーゼル行きのICE

(国際特急）に乗る。最初元戸ブル席の座席にすわったら，アジア人の女性

３人を引き連れて青年がやってきた。そこは自分たちの予約席であると言う。

そして，窓の上の座席番号横に，区間を指定した札がさしてあるのを指でさ

す。指定席であるとのことだった。今わかったが，日本のように自由席と指

定席に客車が分かれてはいない。座席番号横にたとえば，「ペルリンーフラ

－１４１－
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ンクフルト」と区間表示した札がさしてある席が指定席となる。反対に，そ

こが空白である席が，自由席となる。わたしは，立ち上がり，コンパートメ

ントの自由席に移った。

わたしは，その後，時にうつらうつらしながら，窓の外の流れ行く景色を

眺めた。わたしは，これまでドイツは真たいらであるというイメージをいだ

いていたが，結構低い丘陵が連なる。１０基ほどの風車を連ねた風力発電所を

二度目にする。

列車は定刻を少し過ぎ，１４時40分，フランクフルトに着いた。駅のツーリ

スト・インフォメーションでホテルの予約をする。１５日からメッセが開催さ

れるので，ホテルの部屋の予約は難しいと，またしても「地獄」の言葉を聞

かされる。今晩のみなら空いていると，ようやく部屋がとれた。シティマッ

プで示してもらったが，駅から歩いて５分ばかりのわかりやすいところにあっ

た。受付は，トルコ人（わたしはパキスタン人もトルコ人も区別がつかない

のだが）らしき男で，わりと親切であった。わたしは，部屋に荷物を置いて，

受付の男にＥＣＢ（欧州中央銀行）の場所を訊き，シティマップに印をつけ

てもらった。ホテルから，そう遠くはない。結局，散歩の気分で，ビルの谷

間を歩いていくことにした。闇雲に歩いたので，方向感覚がなくなってきて，

少し迷った。地図を何度も見，人に道を訊きながら歩き，ようやく大きなユー

ロマークの看板というかモニュメントが立っているのを見つけた。このユー

ロマークの後ろにそびえるガラス張りの高層ピルが，ＥＣＢだった。今日は

日曜日で，ビルには人影もみえない。

ホテルにもどる途中，メインストリートからはずれた小路に，移民街のよ

うに思える雰囲気を見いだした。わたしは，ライス付鶏肉カレーと書いてあ

る看板を見，夕食をとるために，移民の運営していると思われる食堂に入っ

た。店には，トルコ人とおぼしき男たちがたむろし，そして入れ替わり立ち

替わり入ってくる。食事を終え，わたしは，店員に，ここはトルコ人のレス

トランか，と訊いた。店員は，ここはパキスタン人のレストランだと答えた。

それから，わたしは，たむろしている男たちと会話をかわした。わたしは，

自分が日本人であると述べた。結局，わたしは，その中で貫禄のありそうな

男とデジカメで写真をとることになった。男たちのひとりは，冗談交じりに，
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｢かれは，ここのボスだ」という。

その後，わたしは，駅で時刻表を調べた後，ホテルにもどった。部屋に入っ

て，例のごとくテレビをつける。テレビでは，ドイツの失業率は10％で，ア

メリカの倍近く，フランスより多いというニュースをやっていた。また，病

気であったローマ法王の退院する様子を映し出し｡，スペインでのテロ－周

年のニュースを流していた。

３月14日，晴で，あたたかい。駅前の地下広場にあるインターネット．カ

フェーに入る。入り口の受付で，どのくらいの時間やるのかと訊かれた。１

時間と答えたら，1.5ユーロとのこと。お金を払い，指定されたパソコン席

につく。日本に向けてメールを三通だす。日本語のフォントがあるかどうか

心配だったので，英語で書く。そうこうしていると，画面上に，「あと５分」

というメッセージが出てきた。

(3)ケルンにて－ケルン大学付属図書館

フランクフルトからメッセに追われるがごとく，１２時，ブリュッセル行き

のICEに乗り，ケルンに向かった。車掌が，席ごとにこの汽車の時刻表を

配っていく。国際特急であるICEは，スピードが早く，乗り心地もいい。

ケルンには，午後１時10分に着いた。１時間ちょっとの，あっという間の旅

であった。

駅を出てすぐ横に有名な大聖堂（ドーム）がある。まずは宿探しと，ホテ

ルがありそうな道を歩いた。小さなホテルを見つけ，トイレ，シャワー，朝

食付で一泊45ユーロの部屋をとった。安宿であったが，部屋に24インチの大

きいテレビが置いてあるのが気に入った。部屋に荷物を置き，街にでる。街

頭にホームレスや物乞いが目についた。

昼食を食べに，大聖堂前の広場横にある建物の２階にある大きなチャイナ

レストランに入った。ドアを開けてびっくりした。広い店の中はガラーンと

法王パウロ二世は，周知のように，４月２日，８４歳で死去した。その後のコンクラー
ベで，４月19日，新法王にヨゼフ・ラッツィンガー枢機卿が選出され，ベネディク
ト十六世を名乗ることになった。

＊
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しており，客が誰もおらず，隅に数人の男たちがかたまって話している。し

り込みするわたしのところに，支配人とおぼしき男がやってきて，店は営業

していると言う。そして，わたしを窓際の眺めのいい席に連れていった。料

理ができるのを待つ間，わたしは，窓から外を眺めた。天にそびゆろ大聖堂

がすぐ正面に見え，その前の広場に観光客が群れ集まっているのが見えた。

このレストランを独り占めした気分で，わたしはチャーハンとビールで食事

を終えた。

昼食後，わたしは，大聖堂前の広場にいく。路上にユニコーンの大きな絵

をあざやかに描いている男。体中銀色に塗り，台の上にじっと彫像のパフォー

マンスをする男。そして物乞い。物乞いに小銭をやっていると，「英語がで

きるか」と男が後ろから話しかけてきた。できると言うと，男はわたしにビ

ラを渡していった。見ると，法輪功とタイトルが書いてあり，中国語と英語

で法輪功の効用の説明が書かれていた。

大聖堂の広場から旧市街の繁華街が続いている。わたしは，入ごみの中を

歩く。ここにもホームレスと物乞いがいたが，人々はこれを無視していく。

やがて広場に出た。なにかモニュメントのようなものがあり，環状列石のよ

うに腰掛け用の石が並んでいる。そこからわたしは，幅の広い路に折れ曲がっ

た。家具のようなオルガン箱のハンドルをまわして，日銭を稼いでいる者が

いる。楽器を弾きながら，足でマリオネットを操る者の前には人だかりがあっ

た。わたしは，石畳の路を行き，大きな本屋を見つけ，入った。

３月15日，朝食後，わたしは，ケルン大学に行くことにした。ホテルの受

付で，大学にはどう行くのか聞き，道順を教えてもらった。近くの地下鉄に

乗り，ノイマルクトで電車に乗り換える。そしてケルン大学前で降りる。一

見大学とおぼしき建物群が目の前にあった。しかし広大なキャンパスの中で，

付属図書館はどこにあるのかわかりずらかつた。人に道を訊きながら行くと，

建物がまわりを囲む広場に出た。方向表示板があった。その表示にしたがい，

途中また人に道を訊き，わたしはとうとう大きな図書館を見つけた。わたし

は，玄関の前で，スカーフをかぶった女性が行ったり来たりして，道行<人々

に物乞いをしているのを目撃した。

ケルンという街では，やたらホームレスと物乞いを目にする。トルコ人な

iil1l
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ど定住移民が集中する都市であるということに関係しているのか。彼らの多

くは貧民層をなし，ドイツ経済が低迷する中で，労働機会を見いだせないか，

職を失う。

彼女がわたしのところにやってきたので，ポケットから小銭を出して渡し

た。（昼食後，玄関前の喫煙コーナーで煙草を吸っていると，また寄ってき

た。すでに小銭をやったではないかと言うと，煙草を一本くれと手を出す｡）

図書館に入ると，すぐ目の前のオープンスペースにカフェーがあった。わ

たしは，カフェーの横をとおり，人でごったがえすガドローベ（クローク）

でコートとカバンを預けた。そして，開館時間などの説明を書いたパンフレッ

トを手に取り，読んだ。パンフレットの中に「ヨーロッパ文書センター」

(EuropaischesDokumentationszentrum＜EDZ＞）の文字を見つけ，そこに行っ
てみることにした。

二階が書庫と閲覧室になっている。ノートを片手に階段をあがり，受付の

前を通り過ぎ，ドアをあけると，広大な書庫・閲覧室が目の前に広がった。

ぼう大な書庫の列を見ながら歩いていくと，ガラス戸に囲まれた一角があっ

た。「ヨーロッパ文書センター」である。中に入り，まずは新刊雑誌コーナー

をざっと見た後で，分野別に分類された書棚を見てまわる。そして，その一

番奥に「移民・社会保障」の一列の書棚を見つけた。そこには主に1980年代

以降に出版された移民に関するぼう大な本が並んでいた。わたしは，その中

から自分の研究に役立ちそうな本を抜き出し，すぐ横の閲覧机に山と積んで

いった。書棚の裏表に並ぶ本をひとしきり見た後に，机に向かい本を－冊一

冊チェックしていく。昼食をはさんだ後，本の表紙と目次をコピーすること

にした。コピーカードを自販機で買い（60枚５ユーロである)，先の書棚の

すぐ後ろにあった複写機で，コピーをはじめる。途中機械を人に譲ったりし

たが，ずいぶん長くかかった。全部で150枚ほどになった。３，４０冊くらい

はあろうか。わたしは，満ち足りた気持ちで，午後５時過ぎ図書館を後にし

た。

ホテルにもどると，受付に太った黒人のおばさんが立っていて，食堂の席

にすわった３人の黒人の女性と盛んに「井戸端会議」をやっている。少し度

肝を抜かれた。部屋の鍵をもらって，早々に退散した。

Ｉ

Ｉ
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(4)「ドイツの苦悩」－連邦大統領基本演説

その日の夜，テレビで，ドイツの各界の代表を前にしておこなわれたケー

ラー連邦大統領の演説の録画を長々とやっていた。ケーラーの演説は，単語

を一つ一つ区切って，ゆっくりと発音しており，じつに聞きやすい。

ケーラーは，演説で，ドイツ経済の低迷と未曾有の高失業といった国難の

とき，国民は一致団結してこれに対処すべきだと訴えた。彼の演説は，決し

て儀礼的なものではなかった。ドイツ経済の高コスト構造を問題とし，これ

を解消することによって，グローバリゼーションのもとでドイツの経済的競

争力を回復することを提唱したものだった。まず，ドイツの税制は非常に複

雑であるとし，その簡素化をおこなうべきだと税制改革を訴える（実際には

企業の税負担の軽減を主な内容とする)。続いて，脱官僚化を述べ，企業家

にイノベーションを積極的におこなうことを訴え，研究開発能力を高めるた

めに教育改革を提唱する。彼は言う。ドイツの高失業は，決して景気循環に

よるものではなく，構造的なものである。グローパリゼーションのもとでは，

従来の社会国家は適合的でなくなったのであり，われわれはより自由な経済

を目ざさなければならない，と。

大統領演説の後，各界代表に対するインタビューが続く。野党のキリスト

教民主同盟（CDU）党首のメルケルが大統領演説に賛意を示し，与党の社

会民主党（SPD）と労働総同盟（DGB）の幹部は，批判的だった。早朝のテ

レビでも，大統領の演説を受けて，失業問題が大きく取り上げられていた。

要するに，大統領演説の反響は非常に大きかった。経済問題の専門家の大学

教授，ジョブセンターの職員がニュース番組のゲストに招かれ，語っていた。

朝のニュースでは，シュレーダー首相が，後に失業にたいする包括的な政策

を発表するとの報道があった。

３月16日，８時過ぎ，食堂に出て，朝食をとる。このホテルの主人らしい

老人が，コーヒーを入れてくれ，トマトなど野菜を刻んでくれる。しばし，

この老人と話す。夕べの受付の黒人女性はどういう人かと訊く。ケニアから

きた女性でアルバイトに雇っているとのこと。同じくケニア出身の彼女の友

達がやってきて，毎晩のごとく「パーティ」をやっていると言う。移民につ

いて老人は，こう語る。
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東欧から移民がやってきても，彼らには仕事を見つけるチャンスがない。

彼らは10年で帰るし，たいしたことではない。ドイツには300万人のトルコ

人がいる。日本の大学教授のあなたは，この宿に泊まっているが，トルコ人

の教授は，鼻を高くして，大きなホテルに泊まる。学校におけるスカーフ禁

止は，いいことだ。

トルコ人とイスラム教にたいする老人の反感は相当強いようだ。ホームレ

スと物乞いについては，やはり失業問題のせいだと言う。日本の失業率は５

％ほどだとわたしが述べると，それでは失業がないことを意味すると彼は語

る。社会民主党政権のあいだに失業が増えた。次の選挙では，８０％SPDは

負けるであろうと言う*。

１６日はケルン市役所を訪問する予定であったが，少し面倒くさくなり，や

めることにした。ドイツの日刊紙『ヴェルト』（Ｄｉｅ肌"，l6Miirz2005）

を買い，市役所近くの広場で，これを読んでいると，５，６人のトルコ人ら

しき若者たちがやってきた。白いロングドレスをきて，胸に花束をかかえて

いる－人の女性を囲んでいる。結婚式を終えた後の新郎新婦と，これを祝う

友人たちかなと思った。わたしは，『ヴェルト』を読み進める。

『ヴェルト』は，「ケーラーは，改革への圧力を強める」というタイトル

のもとに，昨日の大統領演説を一面トップにとりあげ，３面では，演説を詳

細に紹介している。

新聞記事によると，大統領演説は，２日後に予定されている雇用をめぐる

与野党党首会談（ArbeitgipfelあるいはJob-Gipfelともいう）を前にして行わ

れた。政界，経済界，労働組合の各界に，大量失業を解消するために，包括

的な改革に着手することを訴えたものである。何よりも雇用創出のために，

刀０ⅢＪ『■且豆Ⅱ■ｑや四コ己Ｊ１屯ロゴ由ＢＯＩⅢＩ。Ｕ０句ＯＢ６９■佃勺ｕ１ワ■ｃｄＩ１Ｉ４ｌｌ０・Ｐ４Ⅷ９－句Ｈ０ＣＴ０Ｉ・卜・１’０００●０「刃０４１心７ｂⅡ１１可■０６１ｈ日Ｍ■勺００１■ｒＩ００ｌＩＢⅡ■叩ＩＴＩロ『。■０○屯ロロニニＯＢＢＢ７心剋’０，８，ｑ曰□５１コペヨｊ可Ⅱ好＆ゴヰＤＣ。３斗Ｔ心、刑凸１心可１１１句州や■Ⅶ□四町△可皿Ⅱｑ７ｕＴｄ６四日ⅦＪ００７０ｊ０刊巫ＯＳ０Ｉ９＋◆仰ｄ０ＩＩｑ『Ｌａｍ１ｌｌ’Ｉｂ１Ｕｑ０ｒ０８Ⅱ名２列苗：。ｑ何回５１．Ｌｇｑ■・’４，●■。■や■■日工可■ＩＣ竹・口’▽ＵＱａ▽や０Ⅶ口。守りＬ００７１１ｉ凸ＦＢＩ且リ■■Ｖ６四ＧＤＩ１０，匹０．２皿・啼司‐‐呵・，処Ⅲ咀佃Ｑ区画ご叩呵已氾呵ロヤ．。“⑩、○．覗咀０『皀釦垣口Ｓ『Ⅲ心田嘩で。．、凸。□凸０口、■ロ四口■。■■尺』■○℃心冠コロミロ０

９月18日にドイツで総選挙が実施された。キリスト教民主・社会同盟（ＣＤＵ・ＣＳ
Ｕ）は，一時は世論調査で支持率の点で20パーセント近くもＳＰＤを引き離し，連
合パートナー予定の自由民主党（FDP）とあわせて過半数を超えていた｡政権交代
はほぼ確実であろうと予測されていた。が，選挙戦終盤ＳＰＤが激しく追い上げ，
ＣＤＵ・ＣＳＵが得票率約35％と第一党になったものの，第二党のＳＰＤは約34％で，
その差はわずか１％にすぎない。これら二大政党は，得票率，議席数の点で前回の
総選挙より大幅に後退した。緑の党は現状維持で，ＦＤＰと左派党が躍進した。政
権形成の連立交渉は難航している。

＊
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ケーラーは，企業の負担の軽減，租税制度の簡素化，官僚制の撤廃，教育奨

励を訴えた。そしてその他にドイツの連邦制度の改革を提唱した。彼は，労

働市場の状態を見るにつけ，競争力ある労働の場を形成し確保するために，

やるべきことはやらなければならないと主張し，連邦宰相シュレーダーが雇

用をめぐる与野党党首会談を提唱し，ＣＤＵ党首Ａ・メルケル，ＣＳＵ党首Ｅ、

シュトイバーの要求に従い，彼らを宰相執務室に招いたのを歓迎する。今年

２月に521万6000人という記録的な失業者数を数えるにいたり，失業に対す

る戦いがドイツの中心問題となった。ケーラーは，雇用を形成するために，

政府と野党に「愛国主義的責任」を訴えたのである。

『ヴェルト』は，そのコメントで，こう語る。失業と戦うことが，ドイツ

の最重要課題となっているのであり，大統領演説の核心は，まさにここにあ

る。ケーラーは，そのために，具体的に語り，日常政策に立ち入ることに物

怖じしなかった。かくして，彼は，憲法で大統領の職務として許されたぎり

ぎりの境界まで立ちいたったのである。大統領は，まさに適切な瞬間に適切

な言葉で，その任務をはたした。「彼は，ドイツにとってひとつの幸運をな

す｡」

『ヴェルト』は，ケーラーの演説に対する各界の指導者の意見もまとめて

いる。ＣＤＵのメルケルらは，ケーラーの演説が，ＣＤＵの路線の正しさを実

証するものであり，ケーラーがあげた改革の諸点を政府との諸交渉にとりあ

げると告げる。連邦銀行総裁のＡ、ヴェーパーも，ケーラーの包括的な改革

諸志向を弁護する。それに対して，ＳＰＤ左派と労働組合は，「ケーラーの演

説をネオ・リベラル的」と批判する。ＳＰＤ副議員団長のミュラーは，非常

に明白な批判をケーラーに対しておこなった。つまり，ケーラーが憲法に違

反し，政治的にも権限のない役割をますます演じている，と。ＤＧＢの議長

Ｍ・ゾンマーは，ケーラーが共同決定権と経営協議会の役割について一言も

述べていないのは「無礼」だと決めつける。

先にテレビで聞き取ったわたしのメモに基づく大統領演説の紹介を書いた

が，『ヴェルト」の記事を読んで，テレビでのわたしの聞き取りはおおむね
正確であった，とあらためて感じた。「ヴェルト』は，３面において，要約

の形（｢ケーラーのKlartext」というタイトル）で，大統領演説を詳細に紹
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介している。ここでは逐一取り上げる余裕はないが，わたしは，これを読ん

で，ケーラーの演説のエッセンスはなにかと，あらためて考えてみた。

この点，わたしは，ケーラーの演説を「ネオ・リベラル的」だととらえる

SPD左派らの特徴づけは，その限りでは正しいと思う。ケーラーは，グロー

バリゼーションという現実を絶対的な前提として，ドイツの「社会国家｣，

換言すれば「社会市場経済」なり「社会福祉国家」がこの現実に適合しなく

なったと主張している。そして，これがドイツ経済の国際競争力を喪失させ，

失業の増大をまねいた根本的原因をなすと結論的に述べているのである。彼

は，「大きな政府」と「労働市場の硬直性」を批判する。

「大きな政府」について，彼は，こう述べる。すなわち，アメリカや日本

に比べて，経済に占めるドイツの財政比率は，49.3％とはるかに高い。これ

は，長年「社会国家」が栄え，その結果として，租税制度が複雑化し，また

官僚制がはびこったせいである，と。ケーラーは，官僚制批判を，こうおこ

なう。すなわち，一部の中間層は，年間230時間しか官庁で働いていない。

この官僚制によって，ドイツ経済は，400億ユーロの過大負担を背負わされ

ている，と。ケーラーのこの官僚制批判は，非常に国民受けしやすいもので

ある。しかし，ケーラーの真意は，この官僚制批判と租税制度簡素化のかけ

声のもと，わかり安く言えば，企業の租税負担を軽減し，社会保障を削減す

ることにある。

ケーラーは，また，「労働市場の硬直性」を批判するが，彼の考えはもち

ろん労働条件の悪化をもたらすものであり，またドイツの労使関係を長年安

定づけてきた，「共同決定権」への攻撃に結びつく。彼は，政府を小さくし，

経済を自由化し，企業の租税・社会負担を軽減し，コスト負担上企業に有利

な状況を作り出して，企業の積極的な国内投資にドイツの経済成長を期待し，

このことに雇用問題の解決策を見いだすのである。彼の考えは，まさに「ネ

オ゛リベラリズム」をな[勒工いる。不思議なことに，彼は，ＣＤＵのコール

政権が性急な東西ドイツの統一をおこない，１日東ドイツ経済を急激に「清算」

し，それ以降ドイツが旧東ドイツ地域に，直接的に生産能力向上に結びつか

ないぼう大な財政支出を毎年強いられてきたことが，今日のドイツ経済の不

調の大きな原因をなすという事実には一言も触れていない。また，旧東ドイ
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ツにおける異常な高失業率（約20％）が，ドイツ全体の高失業率にはねかえっ

ていることにも一言も触れない。さらにわたしは，「経済の空洞化」を問題

としたい。ドイツの多国籍企業が安い労働力を求めて，新たにＥＵに加盟し

た諸国，さらに加盟候補国などに資本を移転している。多国籍企業のこの行

動に手をつけないとすれば，労働規制の緩和によって労働者を解雇しやすく

すると，かえって企業の国外移転による経済の空洞化を促進することに結び

つかないだろうか。ＥＵの新規加盟諸国の生活水準が急速に向上するか，ド

イツ労働者の生活水準をドラスチックに切り下げないかぎり，ネオ・リベラ

リズムによっては問題の根本的な解決にはならないように思われる。

いずれにせよケーラーは，「社会国家」を続けるか，それからの根本的転

換をはかるかと，大統領権限を超えるように思われるような重大な問題提起

をおこなった。それは，ＣＤＵと企業家側には有利な提起だったが，労働者

と労働組合を支持基盤とするＳＰＤには，無理難題であった。ＳＰＤと緑の党

の連合政権であるシュレーダー政権は，これにどう応えるのだろうか。
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(5)ケルン大聖堂前の広場にて－クルド人の悲劇

１６日の午後，チャイナレストランで昼食をとった後，わたしは，ケルン大

聖堂前の広場横の椅子で休憩をとっていた。広場では，大道芸人のパフォー

マンスが繰り広げられ，その前に観光客が群れ集っていた。大聖堂玄関前に

は物乞いの姿も見られる。わたしがペットポトルのミネラルウォーターを飲

んでいると，ドカドカッと８，９人のトルコ人とも見える男女の一団がやっ

てきた。そして，目の前でテントを組み立てはじめる。２人の男がモニュメ

ントに登り，強風のなか，悪戦苦闘しながら，緑・黄・赤の旗を掲げる。２，

３人が周囲の人々にビラを配りはじめる。わたしは，興味を覚え，若い男か

らビラを一枚受け取った。ビラを見ると，その真ん中に，カラー印刷で，女

性と子供らの死体がプリントしてあった。子供のうつるな目が，わたしに衝

撃を与えた。わたしは，椅子にもどり，ビラを読みはじめた。「クルド人へ

の民族虐殺を忘れるな！」というタイトルのもとに，こう書いてあった。

1988年３月16日早朝，イラク軍の戦闘機の一編隊が，クルド人絶滅のため

に，ハラビャ（Halabja）市に神経．毒ガスを投下した。これは，第一次大
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戦中の広島後，最大の攻撃であった。5000人が瞬時に死に，7000人が重体と

なり，彼らの多くも後に死んだ。犠牲者のおよそ60％が子供であった。現在，

生き延びた者たちの健康状態も日に日に悪化していっている。

ビラは，続いて，１８万2000人を殺識し，およそ5000の村や町を完全に破壊

した，独裁者サダム・フセインによって「アンファール」（Anfal）の名でな

された，恐`怖の「民族浄化」作戦を断罪する。そして，1997年11月26日付の

『南ドイツ新聞』によれば，毒ガス生産設備のおよそ70％が，ドイツ連邦共

和国から与えられたと，その責任を追及する。これに関与した７つの会社も

列挙されている。ビラによると，ドイツ連邦政府の認知のもとに，バース党

政治支配体制のもとで，100ものドイツの会社が汚い仕事に従事した。にも

かかわらずドイツ連邦政府は，これについては口をつぐんでいる。ビラは，

最後に「人類の名において｣，ドイツ市民，新聞，すべての民主政党，人権

団体にその諸要求の支持を訴える。なかでも次の要求がわたしの目を引いた。

「トルコ，イランそしてシリアといった占領国家による他のクルディスタ

ン分割諸地域における人権侵害は，もはやこれらの諸国の内政的用件として

ではなく，国際的用件として世界共同体（Weltgemainschaft）によって断罪

されるべきである｡」

わたしは，クルド人問題を，国内の少数民族問題とみなすことを拒否する

このビラに，クルド人の悲劇の歴史を思い浮かべた。すなわち，かつてクル

ド人国家の建設を約束されながら，これが果たされず，多数の人口をかかえ

ながら，いくつかの国家に少数民族として分断されていくクルド人の運命で

ある。クルド人少数民族問題が，ＥＵへのトルコの加盟にあたって－つの障

害になっているのはいうまでもない。

３月16日の今日は，イラクにおけるクルド人の虐殺の追悼記念日なのだ。

テントの前には横断幕が掲げられ，テントの上の方には，２つの「クルドの

旗」がはためく。広場には討議論をおこなう人の渦がいくつもできていく。
そして，わたしもその中に加わっていったのであった。わたしは，ビラをも

らった先の男を見つけ，まずはビラの中の誤りを指摘した。すなわち，広島

の原爆投下は第一次大戦ではなく第二次大戦のことだと。それから彼の話に

しばし耳をかたむける。ビラを配っていた女性にＩＣレコーダーを向けると，
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彼女は，クルド語でいいかと訊〈。わたしがうなずくと，彼女は，勇ましく

クルド語で演説しはじめた。続いて，先の男に，ＩＣレコーダーにむかって，

ドイツ語でクルド人の諸要求を話してもらった。そうしているわたしを見て，

今度はクルド人の記者だという男にわたしがマイクをつきつけられた。わた

しは，へたなドイツ語で，クルド人の要求に対する理解を示した。そして，

写真を一枚とられた。

３月16日のこの追悼記念日には，他の地域でも集会や抗議行動がなされて

いることを，わたしは，ホテルに帰ってから，テレビのニュースで知った。

クルド人のこの件に関連して，わたしは，後にさらに印象深い偶然事にぶつ

かった。３月20日のブリュッセルでのことである。わたしが夕方ホテルにも

どり，入り口に入ろうとしたとき，向こう側からデモ隊がやってきた。何の

デモ行進だろうと思い，わたしは足をとめた。太くて長いロウソクに１本ず

つ火をともして前に掲げた，黒いチャドルを身につけた女性の一団が静かに

わたしの前を通り過ぎていく。見物人はわたしだけだ。この通りは広いが本

通りからはずれており，こんなところをデモ行進が通るとは，とわたしはい

ぶかしく思った。200人くらいのデモ参加者であった。わたしは，ふと気が

つき，通り過ぎ行く男たちの一団の－人に，「これはクルド人のデモか」と

英語で聞いた。男はそうだと答えた。そのとき，クルド人の女性たちが一斉

に「ラララ…」と舌を使った，例の独特の叫び声をあげはじめた。

l〈

(6)ホテルでのケニア人たちとの会話

わたしは，しばらく大聖堂前の広場で議論する人々の群れのなかにいたが，

さすがに疲れたので，そこからホテルに直接もどった。すると，受付のある

食堂に，また黒人女性たちが集まって，楽しそうに話していろ。そばに黒人

の男２人がすわっていた。わたしは，いったん部屋にもどってから，食堂に

ふたたび来て，彼女らの近くにすわった。そして，コーヒー－杯注文した。

デジカメを手にしていた。移民研究のな'こかの参考になればと思って，受付

の女性に写真をとってもいいかと訊いた。「わたしはいやだが彼女なら」と

彼女が指さす女性にカメラを向けた。すると彼女は，嫌がって身をよじらす。

写真を撮ると，ほんとうにいやだったらしく，抗議され，写真を消されてし
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まった。しかしそれをきっかけに，わたしは，黒人たちの会話に加わっていっ

た。

彼らは，みなケニア人であるとのこと。写真を撮られるのをいやがった女

性に，「何年ここにいるの」と訊いた。「８年」と言う。「随分長いんだね」

と言うと「そんなに長くない」と答える。黒人の男の－人が，「英語ができ

るか」とわたしに訊いてきた。わたしはうなずく。「中国人か」という質問

に「日本人だ」と答える。すると「ハロー」と「グッドバイ」は日本語でど

う言うかと質問してくる。わたしは，「こんにちは」と「さようなら」だと

答える。それから男は，中国人を侮辱するような話をする。

「中国人は，犬と猫を食う。ケニアでは，中国人がきたら，犬と猫を隠す。

日本人は食べるか？」

食堂に笑い声が響きわたる。わたしは，「いや，日本人は食べない」とま

じめに答える。あまり愉快な気分ではなかった。男は,「おまえは，英語が

うまいな」と言って，「さよなら」とお辞儀して出ていった。彼の英語はひ

どい誰りがあって，聞き取りづらかったのだが，わたしの英語も五十歩百歩

ＵｑＩ■■ｊ■０■ＵｄＪ■０３４ｊ一口可Ⅱ■、河ｆａＢⅡ刑Ｉ１０ＩｑＩＨ旧ｉｄ１１ｑ１ユーｎ１ｒ１扣卍ⅢⅡ０１ⅡＩ▲９０８０９４１９６ｕ９叩０羽ＩＬ１５Ｊ■ⅡＩⅦⅡｌＩｄＴ１Ｉ１ｊＩｌＵＩ９Ⅱ１・Ｔ０Ｔ二勺Ⅷ対・ＩＩＤ０Ｉ１『９ｕｐＪ８ＦＰ０皿？ｄ１ｖ０Ｊ□ロコヨ旧０Ｆ叱呵旧口Ⅲ用仰‐』◇＄凸５軒１１．勺■１刑Ⅲ。乱心泗呵１９句１つ■０用沮勺４－刊刑Ⅲ１⑪１１包刊▽Ｊ１△打可姐珂ゴム勺刊蜀凸勺１『ＯＧ心。。』刑１８汕刈Ｊ呵り’０６Ｊ□・刑１４１▲■６ｐＶＩＪｄ１６Ⅶ巾－９４で９４０６畑ＪＪ０可可－叩Ⅲ０尺０部ｍ４ＵＤＴＤ６⑪日刊・ｑｑｄ即凸コイ－Ｍ

だろう。

わたしは，これを潮に席をたち，外にタバコを買いに行こうと思いたち，

入り口に向かった。すると先ほどの女性が来て，「ディスコでビールを一杯

おごってくれない」とわたしに言った。なんのことかなと思いつつ，わたし

は鄭重にことわった。

(7)「ドイツの苦悩」ふたたび

ドイツの失業問題は，大統領演説後，テレビでニュースやトーク番組で繰

り返し取り上げられている。３月17日午前５時過ぎ，わたしは，「運命の選

択の日」というタイトルのテレビ討論会を見ている。大学教授とジャーナリ

スト５人ほどの出席者であつ‘iこ・カール・ルドルフ・カルテ教授と『ライニッ

シャー・ポスト」主筆ウーリッヒ・ライツといった名前がかろうじて読み取

れた。シュルツという女性が，ＳＰＤが緑の党と組むことで，経済と環境の

あいだの板ばさみにおちいったと発言した。わたしは，ＳＰＤのシュレーダー

連邦首相がかつて失業を半減すると公約したのだが，その後，かえって失業

1５３－
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が増え，記録的な水準をなすにいたったことを思い出した。ドイツは，経済

停滞，大量失業，財政悪化の「三重苦」におちいった。シュルツは，その大

きな原因が，緑の党の環境重視路線に引きずられて，政府が「経済成長路線」

を十分にとれなかったことにあると述べているのである。今や経済成長路線

への転換が焦点となる。ＳＰＤと緑の党との連合政権の解消とそれに代わる

SPDとＣＤＵのいわゆる「大連合」が可能かどうかが議論の端にのぼるよう

になった。別のニュース番組で，ある大学教授が，「大連合」はありえない

ときっぱりと述べていた。７時過ぎシャワーを浴びてもどってくると，連邦

議会の教育委員会でのやりとりがテレビに映し出されていた。

Spitzuniversittit（エリート大学とでも訳せようか）という言葉が頻繁に使わ

れる。研究開発能力を高め，国際競争力をつけるために，エリート大学の重

点化を推し進めるということが強調される。

当初の旅行計画では，３月17日にはケルンからアムステルダムに向かう予

定であった。しかし，わたしは，「ドイツの苦悩」問題をもう少し追跡した

いと考えて，予定を変えた。そしてハンブルクに向かうことにし，１０時11分

発のICEに乗った。

１４時にハンブルク中央駅（HbDに着く。駅のツーリスト・インフォーメー

ションで，２泊ホテルの予約をした６駅から歩いて５分，アデナウアー・ア

レーにあり，予約料込みで一泊61ユーロであった。安い割にはグレードの高

いホテルである。わたしの経験では，旅行書を片手に「飛び込み」の形でホ

テルを探しても，当たり外れが大きく，それほどいいことはなかった。それ

に対して，ツーリスト・インフォメーションを通すと，こちらの希望の範囲

で最善のホテルを見つけてくれ，安心のできるものであった。

ハンブルクでは，とくに予定はない。大統領演説後の動きを追跡するとい

うわたしの目的からすれば，ドイツの町ならどこでもよかった。ハンブルク

を選んだ理由を強いてあげるならば，ドイツを代表する大都市のひとつであ

り，またエルベ川の河口にあるその港を見たかったからである。この願いは，

翌18日の午後に満たされた。この日わたしは市内交通の１日券を買い，街の

なかをグルグルまわった後，Ｓバーン（高速鉄道）のシュタットハウスブリュッ

ケ駅でおり，すぐ下の，港遊覧船の発着場で賑わう岸壁に降りていった。そ
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して遊覧船の呼び込みをおこなっている男に，「切符はどこで買うのか」と

訊いた。すると，男は「ここだ」と自分を指差した。

小さな遊覧船に乗った。２時間近くの港の周遊であった。折悪しく天気が

悪く，少し雨まじりであったが，雄大な港の光景は十分に満足できるもので

あった。前後のゲートを開閉しつつ進む運河の景色には昔の文化の香りがあっ

た。港から眺めるハンブルクの街もいい。世界各国から集まる大きな貨物船

の胴体を，アナウンスを聞きつつ，すぐ横で下からの目線で眺める。岸壁に

は巨大な積荷の設備が数多く並ぶ。船を修理しているドックの光景を真正面

から目にする。白い波しぶきをあげて，すぐ近くを過ぎ行く船の迫力。ドイ

ツ有数の港であり，ドイツ経済を支えるハンブルク港には活気があった。

ハンブルク港を十分に堪能して，わたしは，途中で夕食をとり，ホテルに

もどった。そして，テレビのニュースを聞きつつ，机の上に新聞を広げる。

以下，主に３月17日付けの「ヴェルト』（Ｄｉｅ肌",１７Miirz2005）の記事

によりつつ，まとめておこう。

ケーラー大統領演説後，シュレーダー政府がこれにどう対応するかが注目

された。ＣＤＵ・ＣＳＵは，企業の租税負担・社会負担の削減，解雇規制の緩

和と労働時間法の柔軟化を主な内容とした労働市場の規制緩和を求めて，政

府を突き上げる。与党を構成する緑の党は，身体障害者の待遇改善を定めた

｢反差別法」（Antidiskriminierungsgesetz）の制定に関心をもつ。ＣＤＵと企業

側は，これが企業にとって耐え難いコスト負担となると反発する。シュレー

ダー連邦宰相は，州代表からなる連邦議院（Bundesrat）で多数をなす野党

の要求を無視できず，３月17日午後に，シュレーダー（SPD)，フィッシャー

外相兼副首相（緑の党)，メルケル（CDU)，シュトイバー（CSU）の四者

会談（Job-gipfbl）を開催することにした。

『ヴェルト』は，この日発表予定の「首相による政府声明」を詳細に紹介

している。ここでは，これを詳しく述べる余裕はないが，政府が，法人税を

25％から19％に引き下げ，また相続税を引き下げるなどの予定であることが

報じられている。そして，これは四者会談を経た政府声明で，シュレーダー

首相によって実際に発表された。テレビに見る，記者会見，議会演説でのシュ

レーダーは，じつに堂々とし，自信たっぷりのように見えた。しかし，シュ
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レーダーは，極めて難しい立場に立たされていたのである。彼は，一方で，

労働者と労働組合を支持基盤とするがゆえに，ＣＤＵ・ＣＳＵが要求するよう

な労働市場の大幅な規制緩和を受け入れることができず，また「社会国家」

を維持する姿勢を示す。そして，雇用創出のための追加的財政支出を提起す

る。他方で，法人税の引き下げなど企業側に大幅に譲歩するのである。「反

差別法」についても企業の負担を減らす条件緩和が企てられる。つまり，彼

は，ケーラー大統領が，社会国家か自由主義経済かと大胆に問いかけたのに

対して，妥協によってなるべく「現状維持」をはかるのである。ＣＤＵ・ＣＳ

Ｕは，政府声明を一定評価しつつも，これを「部分的成果」と呼び，さらな

る追求を企てる。シュレーダー政権は，すでに社会保障，労働条件の点で少

しずつ労働者に不利な改革をおこなっている。その人気は失われつつある。

１７日付けの『ヴェルト』は，国民の大多数が四者会談を`塵疑的に思ってい

るという世論調査結果を報じる。つまり，「アンケート回答者の82％は，頂

上会談が経済成長と雇用を増進する刺激をもたらすとは信じていない｡｣，と。

また，１６日付けの「金融欄」では，「首相に対する期待はわずか」というタ

イトルの記事を載せているし，１８日付の「金融欄」では，「証券取引業者た

ちは首相演説に冷たく反応」と報じている。

そして，同じ18日付けの『ヴェルト』は，シュレスヴィッヒーホルシュタ

イン州の州議会（キール）でＳＰＤのＨ・シモニスが州首相に選ばれなかっ

たと報ずろ。彼女は，1993年いらい州首相を務めてきたのであり，シュレー

ダーの盟友をなしていた。テレビでは，彼女が悲しげな顔をし，眼鏡を(よす

し，目にそっと手をあてる姿，それとは対照的な，ＣＤＵの候補者カールス

テンセン（彼もこの時点で州首相に選ばれたわけではないのだが）の嬉々た

る姿を何度も映し出していた。彼女の退任は決定的となった。
（未完）
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